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研究成果の概要（和文）：本研究は、1994(平成6)年に創設された高校・「総合学科」を対象に総合的な調査を行い、
発足後15年を経た同学科の到達点と全体像を歴史的・実証的に検証することを目的とした。「総合学科」の全国的な状
況を明らかにし、個々の学校の設立過程、教育目標、進路実態、職業教育・キャリア教育の実態とその分析を行った。
そこで明らかになったのは、設立母体の学科が総合学科再編後も、教育内容においても大きく影響を及ぼし、そのこと
で、総合学科の在り方が不明確なものとなっているものの、「産業社会と人間」の科目が総合学科のキャリア・職業教
育を一定の高校生に寄与していることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：The present study researched the focus in the Problem by Comprehensive Courses.
As a method of research, it investigated to Comprehensive Courses.It became clear that it is effective bec
oming new learning in Comprehensive Courses by "Industrial Society and Human Beings".Comprehensive Courses
 nature of the  based Department has become uncertain about education purpose and Career guidance.
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１．研究開始当初の背景 
 
総合学科は、1991 年の第 14 期中教審答申

『新しい時代に対応する教育の諸制度の改
革について』において「普通科と職業学科と
を総合するような新たな学科」を設置するこ
とが提言されたところに由来する。1991 年に
文部省に設置された「高等学校教育の改革の
推進に関する会議」の「第四次報告」に現在
の「総合学科」の基礎となる部分が言及され、
1994 年から設立が始まっている。 
総合学科の大きな特徴は、「単位制」と「自

由選択制」を原則として、さらに総合学科の
独自性というべき原則履修科目である「産業
社会と人間」（2～4単位）が設置されている。
この総合学科は、当初 7 県 7 校でスタート、
文部科学省の大きな指導の下で、「全国に 500
校程度」と目指され、当時の高校統廃合と相
まって、加速的に進められてきていたが、
2013 年現在では公立校 316 校・全国で 352 校
に留まっている。 
その一方で、総合学科は、高校再編の中で

設立されているタイプもあり、そこでの再編
の母体となる学科の専門性に選択科目が引
きずられる傾向がある。さらには「総合学科
になったことでより専門性が薄らいだ」など
といった声も指摘される。 
本研究では、高校・「総合学科」を対象に

総合的な調査を行い、発足後 15 年を経た同
学科の到達点と全体像を明らかにし、当初の
設置目的に照らして歴史的・実証的に検証す
ることを目的としている。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、総合学科が、高校生およ

び卒業生の職業観形成や進路選択において
果たしてきた教育的役割に焦点をあて、キャ
リア教育・職業教育の観点から「総合学科」
としての独自の意味を探っていくことにあ
る。また、あわせて普通科および専門学科と
並ぶ「第３の学科」としての中等教育制度に
おけるあり方についても検討していく。また、
「地域の人材養成」を掲げた当初の目的に照
らして、地域の産業振興や再生の活動におい
て、果たしている役割など「学校と地域」の
関連性を検証することとしている。 
 
３．研究の方法 
 
研究初年度は、「総合学科」の歴史的な経

緯と全国的な状況を明らかにし、個々の学校
の設立過程、教育目標、進路実態、職業教育・
キャリア教育の実際などを明らかにするこ
ととした。まず、関連資料の読み込みを通じ

て「総合学科」の当初の政策的な目的と背景、
制度論上の論議、具体的な設立と展開の過程
などについて、研究代表者および分担者・協
力者の間で、問題意識の共有化を図った。 
 次に、全国 334 校の｢総合学科｣高校に対し
て、学校要覧及び教育課程、「産業社会と人
間の教育内容」、「課題研究一覧」など送付の
依頼を行った。約半数の学校から返信があり、
返信の無い学校に対しては、インターネット
などや個別連絡を通じて資料を入手した。こ
れら得られた資料の分析や教育課程のデー
タ入力を行い、各学校の系列と実際のカリキ
ュラム運営との完成性などの分析を行った。 
  
４．研究成果 
 
（1）高校総合学科の現状 
 
平成 24 年度の総合学科数は文部科学省に

よると、47都道府県 6市に 352 校、公立 316
校、私立 34 校うち学校設置会社立 6 校、国
立 2校である。課程別には全日制を設置する
学校は全定併置校を含めて 316 校で 90％、定
時制を設置する学校は 37 校である。定時制
のみを設置する学校は 27 校あり、うち私立
は 1校に過ぎない。通信制のみを設置する学
校は 8校ありすべて私立であり、内 6校は学
校設置会社立である。学校設置会社立の学校
はすべて通信制のみ設置している。 
しかし平成25年度には「47都道府県6市」

まで設置を増やしてきた一角が崩れる。奈良
県に１校のみ設置さていた奈良県立山辺高
校総合学科が普通科と農業科に転科し、総合
学科を設置しない県が出現している。 
 
  
（２）現地調査と高校総合学科の課題 
 
現地調査として、初年度では私立での総合

学校高校の事例として鹿児島実業高校、進学
型の事例として大阪府立今宮高校、専門高校
との統合による事例として、岩手県岩谷堂高
校・久慈東高校、石川県輪島高校、定時制で
の総合学科の事例として今宮工科高校への
聞き取り調査を行った。 
2 年目では、長野市立長野高校・中野立志

舘高校、宮城県立宮城野高校、小牛田農林高
校、石巻北高校などへの現地調査を行った。 
現地調査では、実際の教育の取り組み現状

での課題やカリキュラムなどの授業運営方
法、進路動向などについて、聞き取り調査を
行い、資料のみでは見えてこない実際上の課
題や問題などについて明らかにする事が出
来た。特に、総合学科のカリキュラムの特徴
の一つである｢産業社会と人間｣の取り組み
の内容について、データ入力を行い分析も行



 

 

った。 
 
 

（３）高校総合学科と職業教育度 
 
総合学科高校に設けられた系列に基づき、

各高校の職業教育の度合いによる分類を行
った。総合学科高校の「職業教育度」が母体
校の学科編成にどの程度依存するかを調べ
るとによって相補的に確認し、両者の妥当性
の確認を行った。各高校に設置された系列の
総数に対して、「普通型」「やや職業型」「職
業型」の 3つの型の系列の数を割合で表すこ
ととした全日制国公立総合学科高校２９７
校について「職業型」軸と「やや職業型」軸
を取り、表を作成し計数化した。 
この結果から、設立母体の学科が総合学科

再選後も、教育内容においても大きく影響を
及ぼし、そのことで、総合学科における専門
教育の在り方をより不明確なものとしてい
るということが明らかとなった。 
 
（４）高校総合学科の課題と今後 
 
 本研究において、高校総合学科の教育的意
義として明らかになったことは、高校総合学
科の特色ある科目「産業社会と人間」を、必
修化したことで総合学科のすべての生徒に
キャリア・職業教育を保障した点にある。す
なわち、これまでキャリア・職業教育は一部
の高校・職業高校のみで行われてきたが、学
校と職業・社会とのつながりを主眼とした科
目はなく、「産業社会と人間」は、これに寄
与する唯一のものである点が評価される。 
次に、総合学科では、多様な系列や選択講

座を用意しており、個々の生徒たちへの多様
な進路を保障することになっている点であ
る。とりわけ、地方での高校総合学科は、母
体校の設置学科をベースとした多様な系列
配置と教育展開が可能になっている。 
以上のような高校総合学科においては、学

校づくりが重要になってくる。総合学科の目
指す方向性や、多様な講座や系列を配置する
ことによる、教員配置の問題や時間割の運用
など大きな課題もある。今後は、より実態に
合った学校運営や適切な教員配置をする必
要があるといえる。また、今後の総合学科の
方向性や「産業社会と人間」の在りようなど
は今後の検討課題としていきたい。 
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